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登録申請書
20yy年mm月dd日
ISMAP運営委員会　宛
申請者住所
申請者名：
代表者役職名：
代表者名：

　下記のクラウドサービスにつきまして、政府情報システムのためのセキュリティ評価制度（ISMAP）への登録を希望するため、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則8.1に基づき、当該規定において定める文書を添付し、ISMAP-LIUクラウドサービスリストへの登録を申請致します。
　ISMAP-LIUクラウドサービスリストへの登録がなされた場合には、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則第7章その他の本制度の規程等に定める、申請者に対する要求事項を遵守することを誓約します。

記

	ｸﾗｳﾄﾞｻｰﾋﾞｽ
	名称
	

	
	URL
	

	申請区分
	□　新規　□　更新
	ISMAP-LIUクラウドサービスリスト
登録番号（更新の場合に記入）
	

	クラウド
サービス
事業者
	社名
	

	
	住所
	

	
	法人番号
	


	連絡先
（書類郵送含む）
	担当者氏名
	
	部署名/役職名
	

	
	e-mail
	
	電話
	

	
	郵便番号
	

	
	住所
	

	監査の
実施結果
	実施結果報告書の日付
	　　　　年　　　月　　　日

	
	監査機関
	名称

	
	
	業務執行責任者

	
	
	ISMAP監査機関リスト登録番号

	外部監査の発見事項に係る改善計画書の有無
	□　なし　□　あり



別添１において、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則7.6に基づき誓約します。
別添１
ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則7.6に基づく誓約

当社が申請したクラウドサービスについて、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則7.6に基づき、ISMAP-LIUクラウドサービスリスト登録期間中において、下記の事項に対応することを誓約いたします。

記

(1) 申請者は、調達府省庁等との調達交渉時に、調達機関の求めに応じて、言明書の詳細、申請するクラウドサービスの従事者のうち、利用者の情報又は利用環境に影響を及ぼす可能性のある者の所属、専門性、実績、国籍に関する情報を調達機関に対して提出すること。国籍については、個々人に紐付かない形で該当する国名を提出すること。
(2) 申請者は、ISMAP-LIUクラウドサービスリストに登録されているクラウドサービスについて、登録期間中に利用者に重大な影響を及ぼしうる情報セキュリティインシデントが発生した場合には、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則第13章の規定に従い、遅滞なくISMAP運営委員会に報告すること。
(3) 申請者は、ISMAP-LIUクラウドサービスリストに登録されているクラウドサービスについて登録期間中に重大な統制の変更及び当該変更につながりうる事象が生じた場合又はISMAP-LIUクラウドサービスリストに掲載されている情報に変更が生じた場合には、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則第14章の規定に従い、遅滞なくISMAP運営委員会に届け出ること。
(4) 申請者は、ISMAP-LIUクラウドサービス登録規則第15章に規定するモニタリング、第16章に規定する再監査、第17章に規定する再申請のプロセスに従うこと。
(5) 申請者は、ISMAP-LIUクラウドサービスリストに登録されているクラウドサービスについて登録の一時停止又は削除を受けた場合には、当該サービスを利用している調達府省庁等に、その旨を速やかに通知又は申請者のWebサイトにて公開すること。
(6) 申請者は、他の事業者（以下、「委託先」という）の利用の有無にかかわらず、自社のクラウドサービスにおける契約及び情報セキュリティ上の問題が生じた場合は、自社の責任において当該クラウドサービスの利用者との間で解決を図ること。
(7) [bookmark: _Hlk109984379]申請者は、内部監査に係る報告書の記載事項の基礎とした内部監査報告書、内部監査調書等を、内部監査終了後、少なくとも3年間は保管し、サービス登録審査、モニタリング、その他制度の適正な運用に必要な範囲でISMAP運営委員会がこれらの閲覧を求めた場合には、協力すること。

以上

備考
　１　用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。

